
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 2026年 9月 25日 
イーストスプリング・インベストメンツ株式会社 

 
新ファンド 「イーストスプリング・アジア・テクノロジー関連株式ファンド（3 ヵ月   
決算・予想分配金提示型）/（年 2回決算型）愛称：アジアテック」 

2026年 10月 27日に設定予定 
 
イーストスプリング・インベストメンツ株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長 佐藤 輝
幸、以下当社）は、2026年 9月 25日、「イーストスプリング・アジア・テクノロジー関連株式
ファンド（3 ヵ月決算・予想分配金提示型）/（年 2 回決算型）愛称：アジアテック」（以
下、当ファンド）について、金融商品取引法（昭和 23年法律第 25 号）第 5 条の規定によ
り、当ファンドの有価証券届出書を関東財務局長に提出しました。なお、本届出の効力発生日
は 2026年 10月 11日となります。当初募集は 10月 13日から 10月 26日に行い、10月
27日に設定・運用を開始する予定です。 
商品名 イーストスプリング・アジア・テクノロジー関連株式ファンド（3 ヵ月決

算・予想分配金提示型）/（年 2回決算型）愛称：アジアテック 
商品分類 追加型投信／内外／株式 
当初申込期間 2026年 10月 13日～2026年 10月 26日 
設定日 2026年 10月 27日 

販売会社 株式会社ＳＢＩ証券、Ｊトラストグローバル証券株式会社、マネッ
クス証券株式会社、丸八証券株式会社、楽天証券株式会社 

＊有価証券届出書は提出済ですが、その効力発生日は 2026年 10月 11日であり、現時点ではその効力
は発生しておりません。したがって、当資料に記載された内容は今後訂正される可能性があります。 
 
ファンドの特色 
当ファンドは、主として、アジアのテクノロジー関連企業の株式等*に実質的に投資を行います。ア
ジアのテクノロジー分野の成長機会に着目し、セクター別の投資テーマや見通しに基づくトップダ
ウン分析と、個別銘柄のボトムアップ分析を組み合わせ、投資対象企業を厳選することで、中長
期的な信託財産の成長を目指します。 
＊「アジアのテクノロジー関連企業の株式等」には、テクノロジーの発展から恩恵を受けると考えら
れる企業の株式等も含まれます。また、日本を除くアジアの企業の株式等を中心に投資を行いま
すが、市況動向や投資判断等により、日本の企業の株式等に投資する場合があります。  
 
運用体制 
当ファンドの投資先ファンドの運用は、イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッ
ドが行います。イーストスプリング・グループが 30 年以上にわたりアジア投資のエキスパートとして
培ってきたアジア各地の運用拠点ネットワークと専門人材の知見を最大限活用し、アジアのテクノ
ロジー関連企業の中から強固な競争優位性を持つ企業に加え、成長初期にある高成長が期
待できる企業への投資機会を発掘します。また、投資先ファンドの投資助言を担当するイースト
スプリング・インベストメンツ（台湾）は、1994 年に台湾テクノロジー株式戦略、2002 年に米
国テクノロジー株式戦略を立ち上げ、長期にわたりテクノロジー・サプライチェーンの動向を調査・分
析するなど、テクノロジー分野で豊富な運用経験を有しています。                  

以 上 
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【投資リスク】 
基準価額の変動要因 
投資信託は預貯金とは異なります。 
当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて主に値動きのある有価証券に投資するため、当ファン
ドの基準価額は投資する有価証券等の値動きによる影響を受け、変動します。また、実質的に外貨
建資産に投資しますので、為替変動リスクもあります。したがって、当ファンドは投資元本が保証されて
いるものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割込むことがあります。当ファンドの
運用による損益は、すべて投資者のみなさまに帰属します。 
 
＜基準価額の変動要因となる主なリスク＞ 
株価変動リスク：株式の価格は、内外の政治経済情勢、株式を発行する企業の業績および信用状況等の変
化の影響を受け変動します。当ファンドは主に株式に実質的に投資を行いますので、基準価額は株価変動の影
響を受けます。 
為替変動リスク：当ファンドは、実質的に組入れた外貨建資産について原則として為替ヘッジを行いませんので、
為替レートの変動の影響を受けます。為替相場が円高方向に変動した場合には、基準価額の下落要因となりま
す。 
信用リスク：有価証券の発行者の経営・財務状況やそれらに対する外部評価の悪化により、組入れた有価証
券の価格が大きく下落し、基準価額の下落要因となる場合があります。 
流動性リスク：組入れた有価証券の市場規模が小さく取引量が少ない場合や市場が急変した場合、当該有価
証券を希望する時期や価格で売却できないことがあり、基準価額の下落要因となる場合があります。 
カントリーリスク：新興国の金融市場は先進国に比べ、安定性、流動性等の面で劣る場合があり、政治、経済、
国家財政の不安定要因や法制度の変更等に対する市場感応度が大きくなる傾向があります。これに伴い、投資
資産の価格が大きく変動することや投資資金の回収が困難になることがあります。 
（注）基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
 
その他の留意点 
 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第 37 条の 6 の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用
はありません。 

 当ファンドは、実質的に主として特定の業種の株式に投資を行いますので、株式市場全体の値動きと当
ファンドの基準価額の値動きが大きく異なる場合があります。また、より幅広い業種・銘柄に分散投資した場
合と比べて基準価額の変動が大きくなる場合があります。 

 大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場
環境が急変した場合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引
できないリスクや取引量が限られてしまうリスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可
能性や、換金申込みの受付けが中止となる可能性、換金代金のお支払いが遅延する可能性があります。 

 金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情（流動性の極端
な減少等）があるときは、購入・換金のお申込みの受付けを中止することおよびすでに受付けたお申込みの
受付けを取消すことがあります。 

 分配金は計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。））を超えて支払われる場合があるため、分配金の水準は必ずしも計算期間におけるファンドの収益
率を示すものではありません。分配金はファンドの純資産から支払われますので、分配金支払い後は純資産
が減少し、基準価額が下落する要因となります。投資者のファンドの購入価額によっては、支払われた分配
金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用
状況により、分配金額より基準価額の値上りが小さかった場合も同様です。 

 税制が変更されたときには、基準価額が影響を受ける場合があります。税金の取扱いにかかる関連法令・
制度等は将来変更される場合があります。 

 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
【イーストスプリング・インベストメンツについて】 
イーストスプリング・インベストメンツは、1848 年設立以来 175 年以上にわたり金融サービスを提
供している英国プルーデンシャル・グループの資産運用会社として、約 2,910億米ドル（約 47兆
円、2026年 6月末現在、1米ドル＝162.32円）の運用資産を有しています。イーストスプリン
グ・インベストメンツは日本をはじめシンガポール、中国、香港、インド、インドネシア、マレーシア、タ
イ、台湾、ベトナム、ルクセンブルグ、米国の 12 のマーケットで資産運用事業を展開しています。
イーストスプリング・インベストメンツは、国際連合から支持を受ける責任投資原則（PRI）の署名
機関として、投資責任原則に基づく ESGを投資決定プロセスに導入することに取り組んでいます。 
 
【最終親会社について】 
英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終
親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイナンシャル
社、および英国の M&G 社の子会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありま
せん。イーストスプリング・インベストメンツの最終親会社は、アジア・アフリカ地域を中心に業務を展
開しています。ロンドン、ニューヨーク、香港、シンガポールの証券取引所に上場しています。 
 

 
【イーストスプリング・インベストメンツ株式会社 会社概要】  
◆ 設立： 
◆ 資本金： 
◆ 住所： 
◆ 登録番号： 
◆ 加入協会： 
◆ ホームページ： 
◆ 運用資産残高： 

1999年 12月 
6億 4,950万円 
東京都千代田区丸の内 2-6-1 丸の内パークビルディング 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 379号 
一般社団法人資産運用業協会 
https://www.eastspring.co.jp/ 
約 7,093億円（2026年 6月末時点） 

 

【本ニュースリリースに関して】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※当資料は、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。 
※当資料は、投資勧誘を目的とするものではありません。 
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当資料に関してご留意いただきたい事項 
 当資料は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社が情報提供を目的として作成した資
料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。また、特定の金融商品の勧
誘・販売等を目的とした販売用資料ではありません。 

 当資料は、信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしもその正確性、
完全性を保証するものではありません。 

 当社による事前の書面による同意無く、当資料の全部またはその一部を複製・転用並びに配
布することはご遠慮ください。 

 
投資信託のお申込みに関してご留意いただきたい事項 
 投資信託は、預貯金および保険契約ではなく、預金保険機構および保険契約者保護機構
の保護および補償の対象ではありません。また、銀行など登録金融機関で購入された場合、
投資者保護基金の補償対象ではありません。 

 過去の実績は、将来の運用成果を約束するものではありません。 
 投資信託は、株式、公社債等の値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスク
もあります。）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、ご購入時の価額を下
回ることもあり、投資元本が保証されているものではありません。これらに伴うリスクおよび運用の
結果生じる損益は、すべて投資者のみなさまに帰属します。 

 ご購入の際は、あらかじめ販売会社がお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見
書）、契約締結前交付書面等（目論見書補完書面を含む）の内容を必ずご確認のうえ、
投資のご判断はご自身でなさいますようお願いいたします。 

 
イーストスプリング・インベストメンツ株式会社 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商） 第 379号  
加入協会 一般社団法人資産運用業協会 

 
 


